
吉野英知
関西地区代表

●主な活動団体（普及委員会関係）
・天満橋ビブリオバトル
・奈良県立図書情報館
・コーヒーショップ凡句来
・関西学院大学
・立命館大学
・英語でビブリオバトル
・橿原ビブリオバトル部
・三洋堂書店樫原神宮店
・生駒ビブリオ倶楽部
・ビブリオバトルふしみ
・夜カツ
・堺図書館ビブリオバトル倶楽部
・伊丹市立図書館ことば蔵ビブリオバトル部
・ビブリオバトル in にしのみや
・ビブリオバトル in なわて
・大和郡山ビブリオ
・ビブリオバトル in 同志社

関 西 地 区

中津壮人
副代表



活動報告 
 
吉野 英知 （関西地区） 
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2014年度活動内容 

 
１．天満橋ビブリオバトル （主宰） の運営 

 毎月第 3水曜 夜 19:30~21:00に開催、2015年 3月開催分が第 53回。中津壮人委員、

池内祥見委員とともに主宰。 

 大阪市内の各会場で社会人を中心として毎回 25名程度がコンスタントに参加。夜開催、

会費制、会場を転々とする、事前に発表者の確保を行わないなど、特徴的な運営。 
（＊14年は大阪府立中央公会堂、グランフロント大阪ナレッジキャピタル、紀伊国屋書

店グランフロント大阪店等で開催） 

 関西地区で活動する人たちが集まるハブとしての機能も担う。 

 
２．普及にかかる主たる講演・執筆活動  

 川西市教育委員会 講演 （2014/8/29） 
 大阪府立図書館 司書セミナー 講演 （2014/10/29） 

 国立国会図書館 カレントアウェアネス CA1830 新しい本の楽しみ方「ビブリオバト

ル」の多方面への展開動向 /  http://current.ndl.go.jp/ca1830  

 計測自動制御学会 先端融合システムズアプローチ創出委員会 不便益システム研究会

（第 11回）「知的書評合戦ビブリオバトル・不便益の流れを組む一大プロジェクト」 

 
３．大規模なビブリオバトルイベントの支援 

 ひょうご子ども読書活動推進フォーラム （2014/10~12） 全 6回 

 全国大学ビブリオバトル 2014 （2014/12/14） 

 
以上 

 





活動報告書 
 

新谷 安文 ・関西地区 
奈良県吉野郡吉野町楢井４９５－１ 

コーヒーショップ凡句来 
                 ０７４６－３２－８１８１８７ e-mail ：bonkura.ny@gmail.com 

 
奈良県吉野で2013年より当店（コーヒーショップ凡句来）で、 
ビブリオバトル（The cafe ビブリオバトル in 凡句来）を開催している新谷です。 
昨年度、は2014、7月、10月・2015、1月と計3回の開催を実施し、基本的には年4回の定期開催を
定着させつつあります。 
各開催とも、4冊~5冊の本が紹介され、参加人数は約10名程度に落ち着き、毎回初参加の方もお
られますが、結構雰囲気もよく有意義な開催となって、それぞれに楽しんでもらっているかな、と感

じています。 
地域で「ビブリオバトル部」というような組織をつくり組織的な活動はしていないので、なかなか地

域への浸透は時間がかかるかとは思っていますが、参加していただいた方の口コミにより今まで開

催も続けてこられました。次回開催でようやく10回目の開催を迎かえ、また新たな思考等を考えな
がらより親しみのある、カフェならではのそして、奈良・吉野のビブリオバトルと地域の皆様はじめ

広く親しんでいただけるようなものに造りあげていきたいと思ってます。 
幸い、町内の学校の先生の中にも積極参加していただいている方もおられますので今後は少し

ずつ学校・教育関係者のほうへと啓発し理解を深めていただく努力をしていきたいと考えてます。 
 
また、近隣市の桜井市の桜井市立図書館でも開催のお願いなどを行い、昨年度は数回開催をし

ていただいております。 
こちらの方は図書館主催で基本的にすべてお任せをして開催をしていただいておりますが、近隣

高等学校への参加依頼などをしていただき高校生を中心にまた違った雰囲気の中で世代を超え

たコミュニケーションを図り交流を深めているような状況です。 
どちらの開催も、開催報告はブログ等において事務局のほうに発信させていただいていることと思

います。 
一番最近の開催の報告を添付しておきます。 
http://ameblo.jp/3405644/entry-11981405197.html 
 
最後に今後も、微力ですが、皆様の仲間の末席のおいて普及活動を続けていきたいと思います

のでよろしくご指導のほどをお願いいたします。 
 

=コーヒーショップ凡句来・新谷＝ 



ビブリオバトル普及委員 2014年度活動報告書 

 

満田弘樹（関西地区）  

hirokimitsuda@gmail.com 

 

【年間活動概要】 

 職場の関西学院大学生協キャリア・書籍事業部の事業の一環として実施し、私が司会を

しています。発表本はＰＯＰなどつけて大学内書店に陳列販売しています。 

日時を指定しての発表者募集では上手く集まらないため、先に発表者を募集してから、

応募者の都合の合う日時で開催する流れにしています。しかし学生も忙しく、日程調整に

苦労しています。 

2014年度は体調不良による休職が長かったため、自主開催１回、共催１回の計２回のみ

でした。 

 伊丹市立図書館「ことば蔵」のビブリオバトル部としても活動していましたが、双子の

出産による育児のため、2014年 5月より活動を休止しました。 

 

【2015年度方針】 

 発表者の応募よりも観戦者集客が上手くいっていませんが、2015年度も引き続き開催予

定です。大学生協の書籍事業として業務時間内に行っていますが収益性はなく仕事の繁忙

期には行えないため、春学期２回、秋学期１～２回程度の開催を予定しています。 

 また、これまで普及委員の名称を有効活用する機会はあまりありませんでしたが、今後、

ホンシェルジュ(http://honcierge.jp/)という書評・読書推進サイトに定期的に記事を寄稿す

る予定で、執筆者プロフィールに、ビブリオバトル普及委員の名称を使用予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

【2014年度 開催内容】 

①2014年 5月 29日(木) 

「第４回ビブリオバトル in 関学生協(http://kgcoopbook.blogspot.jp/2014/05/in.html)」  

発表者：２名（発表応募は４名あったが、日程が合うのがこの日時で２名のみだった） 

参加者(発表者含む)：７名 

発表本；☆がチャンプ本 

☆１．宮内悠介『盤上の夜』(創元ＳＦ文庫) 

２．川上未映子『わたくし率、イン歯―、または世界』(講談社文庫) 

 

 

 
 



②2014年 10月 19日(日) 

「ビブリオバトル京都決戦 関西Ａ，Ｂ地区 予選会」 

(https://www.facebook.com/kgaclibrary/photos/a.192087947644424.1073741828.19091

9227761296/301649566688261/?type=1&theater) 

 

 大学公式の学生団体「関西学院大学三田キャンパス アカデミックコモンズ本棚プロジ

ェクト Bibly」(http://www.kwansei.ac.jp/kgac/kgac_006842.html)との共催で予選会を行

いました。宣伝は共同で行い、ポスター作成は学生、発表申込システムの提供・会場提供・

司会を私が務めました。他大学からの参加が２名ありました。(大阪大学・甲南大学) 

 

発表者：６名 

参加者(発表者含む)：9名 

発表本：☆がチャンプ本 

☆１．古田靖『アホウドリの糞でできた国』(アスペクト) 
 ２．桜井章一『雀鬼流。』(三五館) 

 ３．西角けい子『やる気０の子が全国１位になった上手なほめ方、叱り方』(PHP研究所) 

 ４．森山徹『ダンゴムシに心はあるのか』(PHP研究所) 

 ５．中島義道『私の嫌いな１０の言葉』(新潮社) 

 ６．麻生香太郎『誰がＪ－ＰＯＰを救えるか？』(朝日新聞出版) 
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ビブリオバトル普及委員活動報告書

明石　友貴 （関西地区）

ホームページ
フェイスブック
ツイッター @ikomabiblioclub
ブクログ http://booklog.jp/users/ikomabiblio

【活動の概要】 ビブリオバトル普及委員としての各種活動を行った。

１）主催者としての活動

生駒ビブリオ倶楽部員として定期的に開催

奈良県立図書情報館ビブリオバトル部員として定期的に開催

橿原ビブリオバトル部の顧問として活動 等

２）発表者としての活動

天満橋ビブリオバトル、紀伊國屋書店ビブリオバトルで発表　等

３）観戦者としての活動

天満橋ビブリオバトル、ビブリオバトルふしみ　等

４）その他の活動

ビブリオバトル春のワークショップで事例発表
ビブリオバトル体験講習会の開催
ビブリオバトルシンポジウムでポスター発表、司会 等

http://ikomabiblio.jimdo.com/
https://www.facebook.com/ikomabiblio



２０１４年 内　　容

発

発

発

主 観

観

発
ビブリオバトル＠紀伊國屋書店新宿南店　第２ゲーム

観
ビブリオバトル＠紀伊國屋書店新宿南店　第３ゲーム

主 発

観

観

発

観

主 観

発

発

発

主 観

観

発

発

観

主 発

観 ビブリオバトルｉｎさかい　＃１５

1月13日 ビブリオバトルin立誠

1月16日
天満橋ビブリオバトル遠征回#39 inグランフロント大阪

ナレッジサロン

1月25日
ウインター・スター・フェスティバル＠明石市立西武市民

会館

1月26日 第13回ビブリオバトルinいこま テーマ「和」

2月1日 ビブリオバトル＠紀伊國屋書店新宿南店　第1ゲーム

2月1日

2月1日

2月2日
第1回ビブリオバトルinなわて テーマ「大人も楽しい！子

どもの本」

2月19日 天満橋ビブリオバトル #40in谷町空庭

2月22日
ビブリオバトルin紀伊國屋書店グランフロント大阪店　第

1ゲーム

2月22日
ビブリオバトルin紀伊國屋書店グランフロント大阪店　第

２ゲーム

3月9日 第２回「ビブリオバトル　in　ゆいぴあ」

3月15日 第39回奈良県立図書情報館ビブリオバトル

3月16日 第9回伊丹市立図書館ことば蔵ビブリオバトル

3月19日
天満橋ビブリオバトル#41 in グランフロント大阪ナレッ

ジサロン

3月22日 第2回ビブリオバトル＠三田市立図書館

3月23日 ビブリオバトル関西大会inいこま

3月29日 第３回ビブリオバトルin伏見　第1ゲーム

3月29日 第３回ビブリオバトルin伏見　第２ゲーム

4月6日 和束茶カフェ　at　運潮寺

4月16日 天満橋ビブリオバトル#42 in なんばまちライブラリー

4月19日 第40回奈良県立図書情報館ビブリオバトル

4月20日



２０１４年 内　　容

主 発

主 発

発

主 観

発

他

発

主 観

主 発 橿原ビブリオバトル　♯４　＠橿原ナビプラザ

発

発

発

主 観

発 他 ビブリオバトル体験講座

主

主 観

発

発

主 発

発

発

主 発

4月27日 第14回ビブリオバトルinいこま テーマ「応援」

5月4日 ビブリオバトル＠アースデイ神戸2014

5月10日
ビブリオバトル＠紀伊国屋書店グランフロント大阪店第１

ゲーム

5月18日
第15回ビブリオバトルinいこま テーマ「出会い」＠生駒

駅前図書室

6月14日 ビブリオバトル春のワークショップ2014

6月15日 ビブリオバトル春のワークショップ2014

6月18日
天満橋ビブリオバトル#44 in グランフロント大阪北館ナ

レッジキャピタル

6月22日 第16回ビブリオバトルinいこま テーマ「犬。猫。｣

7月6日

7月12日 第７回ビブリオバトルin伏見

7月12日 ビブリオバトルinいながわ（atカフェ・プーランク）

7月16日 天満橋ビブリオバトル #45 in 大阪市中央公会堂

7月19日 第4３回奈良県立図書情報館ビブリオバトル

7月25日

7月27日 第17回ビブリオバトルinいこま「海・山」

8月19日
暁天ビブリオバトル feat. 大安寺（第44回奈良県立図書情

報館ビブリオバトル）

8月20日 天満橋ビブリオバトル夏休みスペシャル #46 in 谷町空庭

8月20日 R-18 オトナのビブリオバトル

8月24日 第18回ビブリオバトルinいこま「祭り」

9月13日
第2回「知的書評合戦ビブリオバトル　一般の部」＠吹田

市立中央図書館

9月17日 天満橋ビブリオバトル #47　＠北浜Links

9月20日 第46回奈良県立図書情報館ビブリオバトル

２０１４年 内　　容

主 発

発

主 観

発 ＜戦国ビブリオバトル＞＠伊丹市立図書館ことば蔵

主 発

主 観

主 観

発

主 発

発

発

主 発

観

他 第一回八尾図書館ビブリオバトル

主 観

主 観

他

発

主 発

主 発

発

9月23日 読まなきゃ！2014＠神戸市勤労会館

9月28日 第19回ビブリオバトルinいこま「友」

10月5日 ビブリオバトルvol.11 in 三洋堂書店橿原神宮店

10月12日

10月18日 第47回奈良県立図書情報館ビブリオバトル

10月19日 大学生大会京都決戦2014の生駒地区予選

10月19日 第20回ビブリオバトルinいこま「顔」 

10月25日 スイッチ読書会＠JamesTaylorイオンモール和歌山店

11月2日 和束ビブリオバトル#4 in茶源郷まつり

11月3日  第２回ビブリオバトル -知的書評合戦-＠橿原市立図書館

11月12日
天満橋ビブリオバトル#49　紀伊國屋書店グランフロント

大阪店

11月15日 第48回奈良県立図書情報館ビブリオバトル

11月22日 第1回ビブリオバトルin大和郡山＠ジャパンブックス郡山

11月29日

11月30日 大学生大会京都決戦2014の奈良地区決戦

11月30日 第21回ビブリオバトルinいこま「味」 

12月14日 ビブリオバトルシンポジウム2014 

12月17日 天満橋ビブリオバトル第50回＠心斎橋 Afu

12月20日 第48回奈良県立図書情報館ビブリオバトル

12月21日
第22回ビブリオバトルinいこま「今年１番わたしのおすす

め」 

12月29日
ビブリオバトルin紀伊國屋書店新宿南店／年末恒例！年忘

れ✩オールスター2014 
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ビブふし製 

〝チャンプのしおり〟 

活動報告書 

池内 祥見 (関西地区) 

ikeuchi[ at ]arch.eng.osaka-u.ac.jp 
([ at ]を@に変更ください) 

 
●基本的な活動 

大阪の天満橋を中心に活動をしている「天満橋ビブリオバトル」を 2010 年 11 月より開

始し、毎月開催して 2015 年 3 月で 53 回を数えます。主催は関西地区の地区代表である吉

野と、(副)地区代表の中津と私の 3名で行っています。 

天満橋ビブリオバトルは、「大人の社交場」、「大阪市内で楽しむ紳士・淑女による社会人

サークル」を標榜し、毎月第 3種曜日 19 時半スタートを基本として活動しています。社会

人を中心に、学生から年配の方まで毎回幅広い世代の方にご参加いただいております。 

 2013年後半からは元の開催場所だった天満橋の飲食店を離れ、グランフロント大阪や大

阪府立大学のサテライトキャンパス内など、開催場所を転々としながら、大阪市内の複数

の場所においてビブリオバトルを開催しております。私は主に開催場所の手配・交渉、な

らびに当日の実施(たまに司会)・運営を行っています。 

 
・天満橋ビブリオバトルの HP(facebookページ) https://www.facebook.com/bibliobattle 

※詳細、開催風景等は HPをご覧ください。 

 

●その他周辺の活動 

 天満橋ビブリオバトルは、関西周辺でビブリオバトルを新しく始められる際の相談・サ

ポート窓口として機能している面もあります。開催を考えておられる主催者の方や図書館

の司書さんが天満橋ビブリオバトルに参加されて運営の参考にしていただくこともありま

すし、お話があれば定期開催に向けての新しい立ち上げ時のお手伝いをさせていただくこ

ともあります。過去には伊丹ことば蔵、堺市立図書館、西宮市立北口図書館などの立ち上

げのお手伝いに関わり、発表者を務めさせていただいたりしています。 

 昨年 11 月には天満橋ビブリオバトルに普段参加いただいている方の活動から発展して、

八尾図書館での第一回ビブリオバトルが行われました。この時も発表者の調整役などで簡

単ながらお手伝いさせていただきました。 

 その他、時々になりますが、奈良県立図書情報館のビブリオバトルへ部員として参加し

たり、水都大阪や地域のお祭りなど毎月の通常実施とは異なる形でのイベントの実施や他

団体との連携なども行っており、その辺りの交渉・調整も担当しております。 

 
主催者の方や図書館関係の方で、新規開催を検討されていてお困りの場合はご気軽にご

相談ください。開催場所についての提案(「ここでやって欲しい！))も喜んで受け付けます。 



 

 

 
 

   facebook  
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ビブリオバトル活動報告書 
 
 
 

志賀 さな恵（関西地区） 
 
 
                               
 「本は読まない。時間もないし…漫画の方が気楽。」 
 この手のコメントは私の周りでよく聞かれるセリフで、確かに仕事や読書以外の趣味を

謳歌している人には読書の時間というのは少し手間のかかる行為だと思います。私自身

は、というと、「本は読むけど、話題書ばかり。しかも恒常的に読むというよりは『活字

が読みたい！！』という欲求が生まれた時にしか読まない。」という正直このビブリオバ

トル普及委員を名乗って良いものか首をひねる人間です。ただ、欲求に突き動かされて本

を読み始めるので、読み始めるときには無駄にテンションが高く、読後は小説であれば物

語の続きを妄想し、自己啓発本であれば今の自分を振り返る。ノンフィクションの場合は

胸を痛めたり、自分に置き換えて号泣する…と傍から見たら騒がしい読者です。でも、冒

頭のセリフをよく耳にする私としては、急に「昨日読んだ本がね、」と話し始めてもあま

り話が進むとは言えません。「読書」というものは孤独に楽しむ趣味でありました。 
そんな中ビブリオバトルと出会いました。そこから「読書」という行為が単に一人で楽

しむものではなく、みんなで楽しめるものになりました。 
元々私は職場の自主研修グループに所属しており、「新しいものを面白く」をモットー

に活動しています。ビブリオバトルもメンバーの一人が「面白そうだからやってみよう」

というところから始まりました。グループの所属メンバーは前向きで一生懸命な人たちで

すが、「読書は全くしない。」という人も半分くらいいました。嫌がるメンバーも無理やり

参加させた第一回目。テーマは「ほかのメンバーにおすすめしたい本」という、あまり本

を限定しないようにしました。 
色んな本に、色んなプレゼン。それぞれのメンバーの個性が浮き彫りになり、今まで知

らない一面も垣間見ることが出来ました。また、２～３分のディスカッションタイムは緊

張であまり質問が出ませんでしたが、終わった後の飲み会では感想の言い合いで大盛り上

がり。「その本貸して！」という声も聞こえてきました。 
それからというもの、グループ内だけに留まらず、ほかの職員にも声をかけ、多いとき

は１０名ほどの発表者の中で開催しました。出場者は回数を重ねるごとに発表内容が深く

なり、勝負本も書店で平積みされている本よりもコアはジャンルが増えてきています。み

んな、勝負、となると色々考えて来るのもすごく面白いです。（もちろん、「オススメ本」

を用意する、という大原則は曲げていません。） 

「ビブリオバトルは面白い。もっと広めたい。」と思ってからは、様々な方の協力を経

て、大型ショッピングモール「キューズモール尼崎」の中で開催しました。出場者はお客

さんが買い物されている横で５分間公開発表する、というなかなか度胸のいることをやっ

てのけました。私も発表したのですが、なかなか恥ずかしいものです。人の足を止めるこ

とはとても難しかったですが、数名が座り込んで聞いてくださり、また終わった後詳しく

ビブリオバトルについて聞いてきてくださる方もいらっしゃりました。配布したチラシも

きちんと持って帰ってくださったようでした。 
その後は、ビブリオバトルについて関心を持ったＮＰＯの方々が「子どもの読書離れ対

策に良いのではないか。」ということで、子ども向けのイベントを共同で企画しました。

ただ、企画時間が思うように取れなかったため、子ども向け、というよりは小学生のお子

さんを持つお母さんと一緒に開催させていただきました。お母さん方はビブリオバトルと

いうものは知らなかったようですが、５分間、しっかり話をしてくださり、初心者とは思

えない発表をしていただき、観覧に来られていたお母さん方もとても感心しておられまし

た。また、「次はもっと練習してきます！」と次を楽しみにしてくださる感想もいただけ

ました。 
今後は職場内で開催することは続けつつ、子どもたちだけの開催を夏に予定しておりま

す。まだまだ子どもたちの普及には時間がかかりますが、少しずつ進めていけたらと思っ

ています。そして、読書のまた新たな楽しみ方も多くの人に知って欲しいと思っていま

す。 


